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【研究目的】高齢者施設で頻回に排尿欲求を訴える認知症高齢者に対して、排尿欲求が頻
回になる要因を看護師がどのように認識しているのか、またどのように思考・判断し対応
しているのかを明らかにし、頻回に排尿欲求を訴える認知症高齢者にとっての安全・安心
な対応の在り方について示唆を得る。 
【研究方法】研究デザインは質的記述的研究である。対象は A 県西部地域の介護老人保  
健施設に勤務し、頻回に排尿欲求を訴える認知症高齢者と関わった経験がある看護職 7 
名とした。個別の面接調査実施後、逐語録を起こし帰納的分析を行い内容の質確保のため  
適宜スーパーバイズを受けた。  
【倫理的配慮】個人情報の保護と個人の尊厳および自由意思の尊重を口頭と書面にて説明
し同意を得た。所属大学の倫理審査委員会の承認を得た。（認証番号：18023） 
【結果】排尿欲求を頻回に訴える認知症高齢者に対する看護師の認識とケア行動の内容と
して、347 のコードが抽出され、68 のサブカテゴリー、12 のカテゴリーが得られ、これら
は≪状況と感情≫≪知性と理性≫≪ケア行動≫の 3 つに分類された。以下[]をカテゴリー、
『』はサブカテゴリーを示す。 
≪状況と感情≫は 5 つのカテゴリーで構成された。[繰り返しの訴えに対応困難な状況]に
は『人手が少なく忙しい』『原因がわからない』などが含まれ、対応困難な状況下でイラつ
く等の焦燥感を感じながらも、『医師との連携』『カンファレンスでの検討』『情報共有と援
助の統一』など［スタッフ間の連携］の重要性を認識していた。≪知性と理性≫は[繰り返
す排尿欲求の原因を考える][予測されるリスクを考える][ 高齢者の気持ちを考える]［対
処方法の判断理由］［援助者の状況・能力］の 5 つのカテゴリーが含まれていた。原因とし
ては『精神面』や『認知症』、老化に関連した『身体面』や膀胱炎などの『疾患』によるも
のが多かった。リスクとしては『転倒の危険』に関する発言が最も多く、『失禁に対する不
安』など高齢者の気持ちも考えられていた。また、看護師に必要な能力としては『アセス
メント能力』で状況判断することの重要性を認識していた。≪ケア行動≫は[排尿介助の実
施]と[排尿介助以外の対応]の 2 つのカテゴリーに分類され、繰り返す排尿欲求の原因とし
て最も多かった『精神面』と『認知症』に対して、ケア行動も『安心感が得られる対応』
話を聞く、傍にいる、優しい声かけ等や『気分転換・気がまぎれることを行う』等の対応
が多くなされていることが明らかになった。疾患や身体面、転倒リスクや高齢者の気持ち
を考えて『その都度排尿介助を実施する』という発言も多かったが、リスクとして『体力
的負担』『不眠の危険』があることも認識し、状況によって何回も行く又はオムツ対応とい
うケア行動もとられていた。  
【考察】高齢者が安全にかつ安心して療養生活を送るための看護職の援助で大切なことと
して、①根拠に基づいたアセスメントによる原因追及とリスクの予測②高齢者の気持ちを
理解し寄り添うことの重要性の認識③情報共有と専門職連携。④経験の積み重ねや研究・
研修などによる意識の変化が示され、これらはケア行動に影響を与えていると考えられる。 
本研究は第 39 回日本看護科学学会学術集会にて発表予定である 
